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キリスト教徒は度々、キリストとの関係強化と、自分たちの生活の中に彼を受け入れること
について話します。彼らはイエスが人間以上の存在であり、人類を原罪から解放するために
十字架の上で死んだ、と主張しています。キリスト教徒は、イエスについて愛と尊敬の念
を込めて話しますし、イエスが彼らの生活と心において特別な地位を占めていることは明ら
かです。では、ムスリムに関してはどうでしょうか？彼らはイエスに関してどう考え、イ
エスキリストはイスラームにおいてどのような地位を占めているのでしょうか？

イスラームに不慣れな人は、ムスリムもまたイエスを愛しているということを知ったら、驚く
かもしれません。ムスリムは、敬意をもって「彼に平安あれ」という言葉を付け加える
ことなしには、イエスの名に言及することがありません。イスラームにおいてイエスは愛
され、尊敬を受ける1人の男性であり、また唯一かつ真実の神への崇拝へと人々をいざなっ
た使徒であり預言者なのです。
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ムスリムとキリスト教徒は、イエスについて非常に似たいくつかの信仰を共有してい
ます。いずれもイエスが処女マリヤから生まれ、イエスがイスラエルの民に遣わされた
救世主だったことを信じています。また、最後の日にイエスが降臨することについても、両
者は一致しています。しかし彼らは、一つの大きな問題に関して袂を分かつのです。ムスリ
ムは、イエスが決して神などではなく、神の子でもなく、そして彼が三位一体の一部で
もないことを信じているのです。

クルアーンの中で、神はキリスト教徒に直接こう語りかけています：

??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
???????????????????????????????????????????????????3??????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

?????????????????? 4?171?

イスラームは断固として、イエスの神性を否定します。また人間がいかなる形であっても
原罪を背負って生まれる、などという概念も拒否します。クルアーンは、人間が他人の罪を
背負うことなど不可能であり、かつ全人は神の前で自らの行為に責任を有するのだ、と述べ
ているのです。「荷を負う者は、他の者の荷まで負わされることはない」（クルアーン 35：
18）のです。
しかし神はその無尽蔵の慈悲と英知ゆえに、人類を彼ら自身の思うがままにして放任したり
はしませんでした。神は、かれの命令に則った崇拝や生活の仕方を伝える指針と法を下したの
です。ムスリムは全ての預言者を信じ、愛することを要求されています。彼らの内の誰かを
拒否することは、イスラームの信条を拒否することなのです。イエスは、人々を唯一の
神の崇拝へといざなった、この預言者と使徒の長い系譜の中の1人に過ぎません。また彼は、当時正
しい道から迷い去っていたイスラエルの民だけに遣わされたのです。イエスは言って
います：

??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

? 3?50?51?

ムスリムはイエスを愛し、尊敬します。しかし私たちはクルアーンと預言者ムハンマドの言葉
によって、彼と私たちの生活における彼の役割を理解するのです。クルアーンの3つの章



の中で、イエスと彼の母親マリヤ、そしてその家族の生活が描写されています。そして
そのいずれも、新約聖書の中には見出せない詳細を明らかにしています。

預言者ムハンマドは、何度もイエスに関して語っています。ある時は彼を、自分の兄弟と描写
したこともありました。

????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

それではイスラームにおけるイエスの卓越した地位を理解するために、イスラームの典拠に
依拠したイエスの話を続けましょう。

最初の奇跡
クルアーンは、イムラーンの娘マリヤが貞淑で敬虔な若い独身女性で、神の崇拝に献身してい
た、ということを伝えています。ある日彼女がお篭りしている時、天使ガブリエルがマリヤ
のもとに出現し、彼女はイエスの母親になるということを知らされました。彼女は恐怖と衝撃
、そして驚愕を受けました。神は仰ります：

????????????????????????????????????????????????????????????????????? 19?21?

マリヤはイエスを妊娠し、臨月間際になると家族から離れ、ベツレヘムの方へと旅立ちました
。そしてナツメヤシの木の下で、息子イエスを産んだのです。[1]

休養し、一人での出産による痛みと恐怖から回復すると、マリヤは彼女の家族のもとに帰らな
ければならないことを悟りました。マリヤは子供を包み、腕の中で彼をあやしながら
、恐れていました。一体どうやって、人々に息子の出産のことを説明出来るでしょう？彼
女は神の言葉を念じながら、エルサレムへの帰路につきました。

??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
19?26?27?

神は、マリヤが説明しようとしても、人々が彼女を信じようとはしないことをご存知で
した。それで神はその英知により、彼女には喋らないよう伝えたのです。そしてマリヤ



が人々に近づくやいなや、彼らは彼女を非難し始めました。しかし彼女は、賢明なる神の
指示に従い、応答を拒否したのです。この羞恥心に溢れた貞淑な女性は、腕の中の赤ん坊を指
差すだけでした。

マリヤを囲んだ男女の群集は、不信そうに彼女を眺め、一体どうして腕の中の赤ん坊に話
すことなど出来るのか、尋ねました。すると神のお許しにより、まだ赤ん坊であったマリ
ヤの子イエスが最初の奇跡を行なったのです。 彼はこう話しました：

???????“??????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????

???????????????????”??????????????????????????????????????????? 19?30?34?

ムスリムは、イエスが神のしもべであり、当時のイスラエルの民に遣わされた使徒であ
ったことを信じています。そして彼は、神のご意思と許可を得て、数々の奇跡を起こした
のです。以下に示す預言者ムハンマドの言葉は、イスラームにおけるイエスの重要性を明確に
要約しています：

??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????????????????????????????8????????????????

?????????????????????????????????????

Footnotes:

彼の奇跡と誕生に関する更なる詳細をご存知になりたい方は、同サイトのマリヤの記事をご覧下さい。[1]
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